
 

 

 

 

 

 

 

 

  各種ＯＤＦソフトウエアによるγ－Ｆｉｂｅｒ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０５月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 電磁鋼板の評価法として＜１１１＞／／ＮＤの平均方位密度（γ－Ｆｉｂｅｒ）がある。 

   ＯＤＦ解析にて、φ２断面４５度のΦ＝５４．７、φ１＝０－＞９０の評価である。 

   ＸＲＤによる極点測定データのバックグランド除去とｄｅｆｏｕｓ補正後ＯＤＦ解析比較を行う。 

   極点処理ではｒａｎｄｏｍ処理が重要であるが、本資料では計算ｄｅｆｏｃｕｓ＋最適化Ｒｐ％を行う。 

   ＯＤＦ解析として間接法のＨｅｒｍｏｎｉｃ法と直接法のＡＤＣ，ＷＩＭＶ法を比較する。 

極点測定 

 試料を揺動して測定のため、発散スリットは１／６ｄｅｇを使用 

 管球はＣｒを使用 

 

 

 

 

ＯＤＦ  

  ＬａｂｏＴｅｘ（ＡＤＣ） 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ） 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＡＤＣ＋Ｈｅｒｍｏｎｉｃ？） 

  ＭＴＥＸ（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ） 

  ｎｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ）（ＷＩＭＶ） 

 

ＯＤＦ図解析ソフトウエア 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

  ｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙ 

  ＦｉｂｅｒＭｕｌｔｉＤｉｓｐｌａｙ 

 

＜１１１＞／／ＮＤ 

φ２＝４５ 

Φ＝５４．７ 

φ１＝０－＞９０ 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ補正は内部計算＋最適化Ｒｐ％による極点処理 

 

データ処理後の極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 



最適化Ｒｐ％の効果 

計算ｄｅｆｏｃｕｓ結果 

  

  

＋最適化Ｒｐ％結果 

  

  

 Ｒｐ％が６．０％から３．４％に改善されています。 

 改善されない場合、計算ｄｅｆｏｃｕｓあるいは最適化Ｒｐ％のみを試す。 

 



各種ＯＤＦ向けファイルを作成 

 

 

ＯＤＦ解析を行いＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌｙ（Ｖｅｒ２．３２）にて＜１１１＞／／ＮＤ解析を行う。 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ方位密度プロファイル比較 

  

 

 

 

 

 

 

 



＜１１１＞／／ＮＤ比較 

ＬａｂｏＴｅｘ（ＡＤＣ） 

  

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ） 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＡＤＣ＋Ｈｅｒｍｏｎｉｃ？） 

  



ＭＴＥＸ（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ） 

  

ｎｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ）（ＷＩＭＶ） 

  

＜１１１＞／／ＮＤプロファイル比較 

  



まとめ 

 ＯＤＦ解析法により計算される値が異なる。 

 今回の極点図では、ＬａｂｏＴｅｘ（ＡＤＣ），ｎｅｗＯＤＦ（ＷＩＭＶ）で 

 ＜１１１＞／／ＮＤの平均方位密度が５．０以上の値を示すが 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ）、ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＡＤＣ＋Ｈｅｒｍｏｎｉｃ？）， 

 ＭＴＥＸ（Ｈｅｒｍｉｎｉｃ）では５．０以下を計算する。 

 

 平均方位密度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図と＜１１１＞／／ＮＤ平均法密度 

ＬａｂｏＴｅｘ     ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ    ＭＴＥＸ 

  

ｎｅｗＯＤＦ 

 

 

  

 ＜１１１＞／／ＮＤの平均方位密度と｛１１１｝極点図の最大密度は相関があります。 



ｒａｎｄｏｍ％比較 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによる方位密度１．０以下の解析より 

ＬａｂｏＴｅｘ     ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ    ＭＴＥＸ 

 

 

ｎｅｗＯＤＦ 

 

 

バックグランド削除量が低いか？？ あるいは１０％程度のｒａｎｄｏｍが含まれている。 

 


